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◆全会計総額１，８８５億
円

　平成２９年度当初予
算を可決

◆常任委員会
　こんなことが話し合われました

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

P2

P14

P10

３ 月
定例会

▲鯉のぼりのように大きくなるぞ！（高瀬川の鯉のぼり）



主な新規事業

平成29年度当初予算を

【産後ケア事業】８２７万円
退院直後の母子に対して心身のケアや育児のサポートなどを行い、

産後も安心して子育てができる支援体制をつくります。

【済生館病児保育事業】１，８７０万円
市立病院済生館で、新たに病児・病後児保育事業を実施します。

【総合スポーツセンター駐車場整備事業】６億７，３１７万円
総合スポーツセンターの駐車場不足を解消するため、平成２９年度から３０年度にかけて敷地東側に駐車場を整備します。

【市街地再開発支援事業（七日町第５ブロック南地区再開発事業）】６億５，１４６万円

市街地の魅力向上や街なか居住の促進を図るため、商業
施設（セブ

ンプラザ）を中心とした再開発事業への補助を行います
。

まちの賑わい創出や子育て支援など、
山形市発展に向けた予算を詳しく審査

　
　
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
整
備
の
完
了
予
定
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
地
を
購

入
し
て
整
備
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
進
め
て
い
く
が
、暫
定
と
し
て
、

平
成
３０
年
６
月
頃
に
砂
利
敷
で
の

供
用
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
は
、

ま
ず
血
液
検
査
を
し
た
上
で
、
必

要
な
方
だ
け
が
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

を
行
う
こ
と
で
、
特
に
高
齢
者
へ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

整
備
事
業�

６
億
７
３
１
７
万
円

　
駐
車
場
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
２９
年
度
か
ら
３０
年
度

に
か
け
て
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
敷
地
東
側
に
駐
車
場

を
整
備
し
ま
す
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

胃
が
ん
リ
ス
ク
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）

検
診
事
業�

１
０
４
６
万
円

　
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
と
併

用
し
て
、
採
血
に
よ
る
検
査
で

胃
が
ん
の
危
険
度
を
判
定
し
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
な
ど
を
促

す
こ
と
で
、
胃
が
ん
発
生
の
抑

制
を
図
り
ま
す
。

委
員
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▲新たに病児・病後児保育事業を行う済生館

全会計総額　　　　  億円1,885全会計総額　　　　  億円1,885
　
　
　
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設

の
設
置
場
所
と
受
け
入
れ
人
数
は

ど
う
か
。
ま
た
、
利
用
料
は
ど
の

　
当
初
予
算
審
査
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

病
院
事
業
会
計

�

１
３
９
億
１
３
８
４
万
円

　
済
生
館
の
運
営
に
要
す
る
経

費
で
す
。
閉
鎖
し
た
８
階
西
病

棟
に
、
新
た
に
病
児
・
病
後
児

保
育
施
設
や
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
室
の

設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
１
日
に

閉
鎖
し
た
８
階
西
病
棟
南
側
の
６

床
部
屋
２
部
屋
を
、
そ
れ
ぞ
れ
病

児
保
育
、
病
後
児
保
育
施
設
と
し

て
整
備
す
る
。
人
数
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
日
３
人
ま
で
の
受
け
入
れ
を

予
定
し
て
い
る
。
利
用
料
は
、
す

で
に
市
内
で
実
施
し
て
い
る
病
児

保
育
施
設
を
参
考
に
、
１
日
２
０

０
０
円
程
度
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
室
は
、
ど
の
よ

う
な
人
員
や
設
備
で
行
う
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
周
知
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
か

ら
理
学
療
法
士
と
作
業
療
法
士
を

済
生
館
管
理
課
長

委
員

済
生
館
管
理
課
長

そ
れ
ぞ
れ
１
人
増
員
し
て

ス
タ
ッ
フ
を
強
化
し
て
い

く
。
設
備
は
、
閉
鎖
し
た

８
階
西
病
棟
の
病
室
や

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
室

に
機
器
を
配
置
し
て
い
く
。

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
室
は
、

入
院
患
者
の
急
性
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る

た
め
、
外
来
患
者
の
利
用

は
予
定
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
特
別
な
周
知
は
考

え
て
い
な
い
。

　
　
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
整
備
の
完
了
予
定
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
地
を
購

入
し
て
整
備
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
進
め
て
い
く
が
、暫
定
と
し
て
、

平
成
３０
年
６
月
頃
に
砂
利
敷
で
の

供
用
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
は
、

ま
ず
血
液
検
査
を
し
た
上
で
、
必

要
な
方
だ
け
が
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

を
行
う
こ
と
で
、
特
に
高
齢
者
へ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

整
備
事
業�

６
億
７
３
１
７
万
円

　
駐
車
場
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
２９
年
度
か
ら
３０
年
度

に
か
け
て
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
敷
地
東
側
に
駐
車
場

を
整
備
し
ま
す
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

胃
が
ん
リ
ス
ク
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）

検
診
事
業�

１
０
４
６
万
円

　
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
と
併

用
し
て
、
採
血
に
よ
る
検
査
で

胃
が
ん
の
危
険
度
を
判
定
し
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
な
ど
を
促

す
こ
と
で
、
胃
が
ん
発
生
の
抑

制
を
図
り
ま
す
。

委
員

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
思
う
が
、

両
方
の
検
査
を
行
う
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
血
液
検
査
だ
け
で
は

全
て
の
リ
ス
ク
を
検
査
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
エ
ッ
ク
ス
線

検
査
と
併
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

精
度
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
医
療

制
度
に
は
根
本
的
な
違
い
が
あ
る

が
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
市
を
視
察
す

る
目
的
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

市
に
は
、
メ
イ
ヨ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
い
う
医
療
の
核
と
な
る
施
設

が
あ
り
、
１
４
０
カ
国
か
ら
年
間

１
３
０
万
人
ほ
ど
の
患
者
が
来
る

な
ど
、
医
療
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
先

進
的
で
あ
る
こ
と
や
、
産
業
振
興

な
ど
の
施
策
も
含
め
て
人
口
が
増

え
て
い
る
点
な
ど
、
本
市
が
目
指

す
健
康
医
療
先
進
都
市
に
向
け
た
、

今
後
の
政
策
展
開
の
参
考
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

健
康
課
長

健
康
医
療
先
進
都
市
視
察
事
業

�

２
０
５
万
円

　
世
界
屈
指
の
医
療
先
進
都
市

と
い
わ
れ
る
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
市

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
ネ
ソ
タ

州
）
を
訪
問
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
や
施
策
を
探
り
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長
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不
調
や
育
児
不
安
な
ど
、
特
に
支

援
が
必
要
な
方
を
対
象
と
し
、
母

子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
、

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
な
ど
で
、
対

象
者
と
接
す
る
方
の
声
が
け
な
ど

に
よ
る
周
知
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
先
輩
マ
マ
の
家
庭
訪
問
支

援
事
業
と
産
後
ケ
ア
事
業
と
の
連

先
輩
マ
マ
の
家
庭
訪
問
支
援

事
業�

６
０
０
万
円

　
妊
産
婦
な
ど
が
抱
え
る
妊

娠
・
出
産
や
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
に
つ
い
て
、
子
育
て
経
験

者
や
シ
ニ
ア
世
代
な
ど
が
相
談

支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員

　
　
　
産
後
ケ
ア
事
業
の
概
要
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
病
院
で
行
う
通
所
型

と
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ

イ
ケ
ア
や
乳
房
ケ
ア
が
あ
り
、
訪

問
型
と
し
て
は
、
乳
房
ケ
ア
や
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
の
家
事
援
助
が
あ
る
。

家
族
な
ど
か
ら
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
心
身
の

産
後
ケ
ア
事
業

�

８
２
７
万
円

　
退
院
直
後
の
母
子
に
心
身
の

ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

委
員

健
康
課
長

　
　
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査

は
、
現
在
の
基
本
構
想
策
定
と
は

別
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
構
想
策

定
業
務
の
中
で
は
、
事
業
手
法
の

抽
出
ま
で
行
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ

導
入
可
能
性
調
査
は
、
入
札
に
よ

り
、
新
た
に
受
託
業
者
を
決
定
し

て
調
査
す
る
。

　
　
　
椹
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
は
地
下
水
熱
を
利
用
し
た

空
調
設
備
を
設
置
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
普
通
に
電
気
を
使
用
し
た

場
合
と
比
べ
て
、
ど
の
く
ら
い
の

効
果
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

市
南
部
へ
の
児
童
遊
戯
施
設

整
備
事
業�

２
５
２
５
万
円

　
市
南
部
へ
の
児
童
遊
戯
施
設

の
整
備
に
向
け
て
、
測
量
設
計

と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
を

行
い
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業�

３
億
４
３
１
１
万
円

　
椹
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
改
築
工
事
を
行
う
と
と

も
に
、
地
下
水
熱
を
利
用
し
た

空
調
設
備
や
太
陽
光
発
電
装
置
、

蓄
電
池
を
設
置
し
ま
す
。

委
員

携
を
、
ど
う
図
っ
て
い
く

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
相
談
の
あ
っ
た
ケ
ー
ス

の
情
報
を
取
り
ま
と
め
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師

と
連
携
し
な
が
ら
、
産
後

ケ
ア
の
必
要
が
あ
る
場
合

に
紹
介
し
て
い
く
。
ま
た
、

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
情
報

を
も
ら
う
こ
と
で
、
先
輩

マ
マ
の
家
庭
訪
問
が
必
要

な
方
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
保
育
課
長

　
　
　
　
　
通
常
の
空
調
設
備
と

比
較
し
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
電
気
使
用
料
が
年
間
約
２０
万
円

の
減
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
年

間
約
５
８
６
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
抑
制

で
き
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　
　
　
山
形
市
中
心
市
街
地
活
性

化
戦
略
本
部
と
山
形
市
中
心
市
街

地
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
部
を

立
ち
上
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

広
報
課
長

中
心
市
街
地
活
性
化
戦
略

推
進
事
業�

１
４
７
０
万
円

　
中
心
市
街
地
の
将
来
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
上
で
、
具

体
的
な
戦
略
を
実
施
し
、
中
心

市
街
地
の
再
生
を
図
り
ま
す
。

委
員

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
略

本
部
は
、
中
心
市
街
地
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
へ
の
対
策
を
検
討
・
決

定
す
る
機
関
と
し
て
設
置
す
る
も

の
で
、
意
思
決
定
機
関
と
し
て
の

機
能
を
有
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
部
は
、
戦

略
本
部
で
検
討
・
決
定
し
た
事
項

を
実
働
す
る
機
関
と
し
て
設
置
す

る
も
の
で
、
課
題
を
洗
い
出
す
た

め
の
調
査
の
実
施
や
、
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
策
定
に
向
け
た
素
案
の

提
案
な
ど
の
業
務
を
担
っ
て
い
く
。

戦
略
本
部
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
部

が
車
の
両
輪
の
よ
う
に
並
列
で
、

活
性
化
に
資
す
る
戦
略
を
推
進
し

て
い
く
。

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

▲産後も安心な子育て支援体制を整備

　
　
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
東
京
都

な
ど
の
大
都
市
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
特
に
若
い
人
か

ら
来
て
も
ら
わ
な
い
と
出
生
率
の

向
上
も
難
し
く
、
人
口
増
に
も
つ

な
が
ら
な
い
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
東

京
圏
に
限
ら
ず
、
リ
ア
ル
ロ
ー
カ

ル
と
い
っ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活

移
住
・
定
住
促
進
事
業

�

１
２
９
１
万
円

　
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
移
住
・
定
住
の
各
種
相
談

や
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
ト※

ラ
イ
ア

ル
ス
テ
イ
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支

援
事
業
は
、
移
住
者
と
空
き
家
利

用
世
帯
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

補
助
を
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
住
世

帯
と
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
利

用
世
帯
に
該
当
す
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
に
、
抽
選
と
せ
ず
に

補
助
し
て
い
く
。

　
　
　
山
形
テ
ル
サ
か
ら
山
形
駅

東
口
交
通
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
か
な

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援

事
業�

１
億
３
４
５
２
万
円

　
地
域
経
済
の
活
性
化
と
住
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
場
合
に

助
成
し
ま
す
。
平
成
２９
年
度
か

ら
は
、
移
住
世
帯
と
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
物
件
利
用
世
帯
を
優

先
し
て
補
助
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

テ
ル
サ
入
居
団
体
駐
車
料
金

支
援
事
業�

２
５
５
５
万
円

　
現
在
使
用
し
て
い
る
花
笠
駐

車
場
が
有
料
化
さ
れ
る
た
め
、

代
替
駐
車
場
と
し
て
山
形
駅
東

口
交
通
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
、

山
形
テ
ル
サ
利
用
者
に
駐
車
料

金
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員

▲セブンプラザを中心とした再開発事業で賑わいを創出
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用
し
て
、
全
国
に
情
報
を
発
信
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
テ
イ
は
、

空
き
家
の
利
用
な
ど
も
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ホ
テ
ル
に
宿
泊

し
て
も
ら
う
ほ
か
、
空
き
家
な
ど

を
活
用
し
て
宿
泊
し
て
も
ら
い
、

山
形
の
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て

も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、

空
き
家
の
活
用
に
は
、
旅
館
業
法

の
問
題
な
ど
も
あ
る
た
め
、
現
在

検
討
中
で
あ
る
。

委
員

企
画
調
整
課
長

空
き
家
等
対
策
推
進
事
業

�
７
５
７
万
円

　
　
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
東
京
都

な
ど
の
大
都
市
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
特
に
若
い
人
か

ら
来
て
も
ら
わ
な
い
と
出
生
率
の

向
上
も
難
し
く
、
人
口
増
に
も
つ

な
が
ら
な
い
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
東

京
圏
に
限
ら
ず
、
リ
ア
ル
ロ
ー
カ

ル
と
い
っ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活

移
住
・
定
住
促
進
事
業

�

１
２
９
１
万
円

　
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
移
住
・
定
住
の
各
種
相
談

や
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
ト※

ラ
イ
ア

ル
ス
テ
イ
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

▲移住・定住の情報を発信するウェブサイト「リアルローカル」

▲山形テルサ利用者へ駐車料金を支援する山形駅東口交通センター

　
　
　
老
朽
危
険
空
き
家

へ
の
対
応
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
周
辺
へ

被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ

る
空
き
家
は
現
在
１１
件
把

握
し
て
い
る
。
代
執
行
も

一
つ
の
手
段
と
し
て
空
き

家
等
対
策
協
議
会
で
協
議

し
て
、
老
朽
危
険
空
き
家

の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利

用
促
進
、
老
朽
危
険
空

き
家
の
除
去
へ
の
助
成

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支

援
事
業
は
、
移
住
者
と
空
き
家
利

用
世
帯
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

補
助
を
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
住
世

帯
と
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
利

用
世
帯
に
該
当
す
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
に
、
抽
選
と
せ
ず
に

補
助
し
て
い
く
。

　
　
　
山
形
テ
ル
サ
か
ら
山
形
駅

東
口
交
通
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
か
な

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援

事
業�

１
億
３
４
５
２
万
円

　
地
域
経
済
の
活
性
化
と
住
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
場
合
に

助
成
し
ま
す
。
平
成
２９
年
度
か

ら
は
、
移
住
世
帯
と
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
物
件
利
用
世
帯
を
優

先
し
て
補
助
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

テ
ル
サ
入
居
団
体
駐
車
料
金

支
援
事
業�

２
５
５
５
万
円

　
現
在
使
用
し
て
い
る
花
笠
駐

車
場
が
有
料
化
さ
れ
る
た
め
、

代
替
駐
車
場
と
し
て
山
形
駅
東

口
交
通
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
、

山
形
テ
ル
サ
利
用
者
に
駐
車
料

金
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員

り
の
距
離
が
あ
る
。
テ
ル

サ
周
辺
の
民
間
駐
車
場
の

サ
ー
ビ
ス
券
を
発
行
す
る

な
ど
の
対
応
は
検
討
し
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
駐
車
場

の
確
保
は
、
市
の
重
要
要

望
事
項
と
し
て
県
に
申
し

入
れ
、協
議
し
て
き
た
が
、

既
存
の
民
間
駐
車
場
も
含

め
て
収
容
量
は
足
り
て
い

る
と
の
認
識
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
た

結
果
、
利
用
可
能
な
の
が

山
形
駅
東
口
交
通
セ
ン

タ
ー
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

雇
用
創
出
課
長

　
　
　
対
象
者
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
４０
～
５０
社
の
山

形
の
企
業
か
ら
参
加
し
て
も
ら
い
、

平
成
３０
年
３
月
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
、仙
台
市
内
の
大
学
生
や
、

転
職
を
考
え
て
い
る
若
年
者
な
ど

を
対
象
と
考
え
て
い
る
。

合
同
企
業
説
明
会
の
開
催

�

１
０
８
万
円

　
仙
台
市
と
連
携
し
て
合
同
企

業
説
明
会
を
開
催
し
、
市
内
事

業
所
へ
の
求
人
紹
介
の
機
会
と

就
職
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

　
　
　
今
後
の
広
報
強
化
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

作
成
し
全
救
急
車
に
貼
り
出
す
と

と
も
に
、
出
初
式
な
ど
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
ち
ら
し
を
配
布
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ー
ル
を
作

成
し
、
市
の
公
共
施
設
や
市
民
が

利
用
す
る
ト
イ
レ
な
ど
に
貼
る
こ

と
で
、
広
報
を
強
化
し
た
い
。

２４
時
間
健
康
・
医
療
相
談
サ
ー
ビ
ス

広
報
強
化
事
業�

９
９
２
万
円

　
２４
時
間
健
康
・
医
療
相
談

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
広
報

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

委
員

通
信
指
令
課
長

※　トライアルステイ…‌‌移住を希望する方などが、実際に短期滞在して、住環境や地域住民との交流などの体験を通し、移住へのイメージづくり
に活用する移住体験プログラム。
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新
た

な
後
継
者
育
成
事
業
と
し
て
、
も

の
づ
く
り
を
学
ぶ
学
生
と
伝
統
工

芸
の
職
人
と
の
交
流
会
を
企
画
し

て
お
り
、
手
始
め
と
し
て
少
人
数

で
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。
今

後
、
学
生
が
も
の
づ
く
り
に
興
味

を
持
ち
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
製

品
化
す
る
よ
う
な
動
き
が
出
て
く

る
場
合
に
は
、
さ
ら
な
る
拡
充
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
市
内
１３
地
区
の
土
砂
災
害

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

防
災
ラ
ジ
オ
配
備
事
業

�

１
７
１
２
万
円

　
緊
急
時
に
自
動
起
動
し
、
避

難
情
報
な
ど
を
放
送
す
る
防
災

ラ
ジ
オ
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域

内
の
町
内
会
や
自
主
防
災
会
、

希
望
す
る
市
民
に
配
布
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配

備
さ
れ
る
モ
デ
ル
校
と
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
に
配

備
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
ど
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
に

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
の
機
器
の
更
新

を
予
定
し
て
い
る
第
八
小
学
校
と

考
え
て
い
る
。
学
習
セ
ン
タ
ー
に

配
備
す
る
分
は
、
使
用
の
目
的
に

応
じ
て
各
学
校
に
貸
し
出
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
内
部
に
蓄
積
さ
れ
た
伝
統

の
力
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
、
今

後
拡
充
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン

導
入
事
業�

１
０
６
万
円

　
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
の

た
め
、
モ
デ
ル
校
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

伝
統
的
工
芸
産
業
後
継
者

育
成
支
援
事
業�

１
４
０
万
円

　
伝
統
的
工
芸
産
業
事
業
者
が

行
う
後
継
者
育
成
経
費
の
一
部

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
平
成

２９
年
度
か
ら
は
職
人
と
芸
術
や

も
の
づ
く
り
を
学
ぶ
学
生
の
交

流
事
業
を
行
い
ま
す
。

委
員

警
戒
区
域
に
配
備
が
拡
大
さ
れ
る

が
、
地
区
内
の
線
引
き
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
エ
リ

ア
の
中
に
家
が
あ
る
方
が
対
象
と

な
る
。

　
　
　
啓
発
活
動
や
相
談
体
制
を

整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体

的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
５
つ
の
取
り

組
み
を
考
え
て
お
り
、
啓
発
活
動

と
し
て
、
市
民
向
け
の
講
座
の
実

施
、
環
境
の
整
備
と
し
て
ヘ※
１
ル
プ

カ
ー
ド
の
普
及
と
市
職
員
向
け
の

研
修
、
障
が
い
者
差
別
解
消
支
援

地
域
協
議
会
の
人
数
を
増
や
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
、
取
り
組
み
推
進
の
た
め

の
母
体
の
強
化
、
地
域
で
の
ピ※
２
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
相
談
員
体
制

の
推
進
、
市
長
記
者
会
見
の
手
話

通
訳
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

防
災
対
策
課
長

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消

推
進
事
業�

２
９
５
万
円

　
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

解
消
の
実
現
の
た
め
、
啓
発
活

動
や
相
談
体
制
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

流
の
た
め
の
コ
ー
ス
と
し
て
、
最

上
義
光
歴
史
館
と
青
葉
城
資
料
展

示
館
を
結
ん
だ
コ
ー
ス
を
設
定
し

て
い
る
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

施
設
等
賃
借
料
の
補
助
の
概
要
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業（
委
託
料
）

�

５
億
９
３
７
１
万
円

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
７０
カ
所

の
運
営
委
託
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
２９
年
度
か
ら
民
間
施

設
を
利
用
し
て
新
設
す
る
ク
ラ

ブ
に
対
し
て
施
設
等
賃
借
料
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
大
規
模
ク
ラ

ブ
の
分
割
を
促
進
す
る
た
め
、
新

規
に
開
設
す
る
ク
ラ
ブ
の
賃
借
料

な
ど
を
補
助
す
る
。
２９
年
度
は
２

園
に
対
し
て
、
月
額
上
限
１２
万
円

の
補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
賃
借
料
を
支

払
っ
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
の
公
平
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
は
、
条

例
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
、
今

回
は
新
設
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
と
な

る
が
、
今
後
、
他
の
ク
ラ
ブ
と
の

公
平
性
が
保
た
れ
る
よ
う
庁
内
合

意
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

子
育
て
推
進
部
長

　
　
　
平
成
２８
年
度
に
農
業
戦
略

本
部
が
設
置
さ
れ
、
２９
年
度
重
点

施
策
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
略

農
産
物
の
団
地
化
と
新
規
就
農
者

の
育
成
・
確
保
は
、
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
戦
略
農
産
物
の
団
地

化
は
、
国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
を
利
用
し
、
新
た
に
１６
棟
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
す
る
た
め
の
農
業

戦
略
の
推
進�

２
１
２
万
円

　
担
い
手
・
新
規
就
農
者
の
育

成
・
確
保
お
よ
び
売
れ
る
農
産

物
の
生
産
や
、
効
果
的
な
農
業

経
営
を
行
う
た
め
の
農
地
集
積

な
ど
の
戦
略
を
推
進
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　
カ
ラ
ス
の
追
い
払
い
を
実

施
し
た
後
の
対
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
一
定
の
効
果
が
見
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し

て
効
果
的
な
追
い
払
い
手
法
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、

市
街
地
全
体
の
生
息
数
の
約
１
割

を
目
標
と
し
た
駆
除
を
行
う
な
ど
、

生
態
系
の
維
持
と
被
害
状
況
を
考

慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

猛も
う
禽き
ん
類
に
よ
る
カ
ラ
ス
の

追
い
払
い
事
業�

６４
万
円

　
平
成
２８
年
度
に
行
っ
た
検
証

結
果
を
受
け
、
引
き
続
き
カ
ラ

ス
の
追
い
払
い
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

環
境
部
長

▲仙山交流コースとなる最上義光歴史館

　
　
　
地
区
別
構
想
策
定
に
お
け

る
地
区
と
の
話
し
合
い
は
、
い
つ

頃
か
ら
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
３
年
間
で
市
内

２５
カ
所
に
て
実
施
す
る
予
定
で
、

平
成
２９
年
度
は
９
カ
所
で
実
施
し

た
い
。
年
間
を
通
じ
て
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
策
定
し
て
い
く
。

　
　
　
補
足
調
査
と
は
具
体
的
に

何
か
。
ま
た
、
専
門
家
の
意
見
を

聞
く
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
構
成
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
専
門
家
は
交
通

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

見
直
し
事
業�

９
２
５
万
円

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
全
体
構
想
と
分
野
別
構
想
を

踏
ま
え
、
地
域
ご
と
の
特
性
や

課
題
に
対
応
し
た
地
域
別
構
想

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

委
員

都
市
政
策
課
長

仙
山
圏
交
通
網
整
備
事
業

�

３
２
８
万
円

　
平
成
２８
年
度
に
作
成
し
た
交

通
網
整
備
（
案
）
の
各
項
目
の

補
足
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

学
識
経
験
者
な
ど
と
の
意
見
交

換
を
行
い
、
整
備
推
進
に
向
け

た
機
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

利
用
方
法
が
変
わ
る
が
、

仙
山
交
流
の
コ
ー
ス
と
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
４
月
か

ら
基
本
的
に
県
内
の
み
の

利
用
と
な
る
が
、
仙
山
交

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

運
行
に
要
す
る
経
費

�

７
４
４
万
円

　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運

行
管
理
業
務
を
直
営
で

行
う
た
め
の
経
費
で
す
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

▲自動で起動し避難情報を伝達する防災ラジオ

※１　ヘルプカード…障がいのある方が災害時や日常生活の中で困ったときに提示し、必要な支援や配慮を周囲に求めるために携帯するカード。
※２　ピアカウンセリング…同じ職業や障がいを持っているなど、同じような立場や悩みを抱えた人が集まって、同じ仲間として行うカウンセリング。
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平
成
２８
年
度
に
農
業
戦
略

本
部
が
設
置
さ
れ
、
２９
年
度
重
点

施
策
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
略

農
産
物
の
団
地
化
と
新
規
就
農
者

の
育
成
・
確
保
は
、
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
戦
略
農
産
物
の
団
地

化
は
、
国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
を
利
用
し
、
新
た
に
１６
棟
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
す
る
た
め
の
農
業

戦
略
の
推
進�

２
１
２
万
円

　
担
い
手
・
新
規
就
農
者
の
育

成
・
確
保
お
よ
び
売
れ
る
農
産

物
の
生
産
や
、
効
果
的
な
農
業

経
営
を
行
う
た
め
の
農
地
集
積

な
ど
の
戦
略
を
推
進
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　
カ
ラ
ス
の
追
い
払
い
を
実

施
し
た
後
の
対
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
一
定
の
効
果
が
見
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し

て
効
果
的
な
追
い
払
い
手
法
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、

市
街
地
全
体
の
生
息
数
の
約
１
割

を
目
標
と
し
た
駆
除
を
行
う
な
ど
、

生
態
系
の
維
持
と
被
害
状
況
を
考

慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

猛も
う
禽き
ん
類
に
よ
る
カ
ラ
ス
の

追
い
払
い
事
業�

６４
万
円

　
平
成
２８
年
度
に
行
っ
た
検
証

結
果
を
受
け
、
引
き
続
き
カ
ラ

ス
の
追
い
払
い
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

環
境
部
長

▲カラスの追い払いで活躍するハリスホーク

セ
ル
リ
ー
の
ハ
ウ
ス
を
建

て
る
予
定
で
あ
り
、
山
形

農
協
で
も
水
田
か
ら
新
た

に
３２
棟
の
キ
ュ
ウ
リ
、
ト

マ
ト
の
ハ
ウ
ス
を
建
て
る

予
定
で
あ
る
。
新
規
就
農

者
の
育
成
・
確
保
と
し
て

４
月
に
新
規
就
農
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
を
農
政
課
に

設
置
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
市
外
か
ら
本
市
に
移

住
す
る
新
規
就
農
者
に
対

す
る
家
賃
補
助
を
予
定
し

て
い
る
。

　
　
　
地
区
別
構
想
策
定
に
お
け

る
地
区
と
の
話
し
合
い
は
、
い
つ

頃
か
ら
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
３
年
間
で
市
内

２５
カ
所
に
て
実
施
す
る
予
定
で
、

平
成
２９
年
度
は
９
カ
所
で
実
施
し

た
い
。
年
間
を
通
じ
て
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
策
定
し
て
い
く
。

　
　
　
補
足
調
査
と
は
具
体
的
に

何
か
。
ま
た
、
専
門
家
の
意
見
を

聞
く
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
構
成
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
専
門
家
は
交
通

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

見
直
し
事
業�

９
２
５
万
円

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
全
体
構
想
と
分
野
別
構
想
を

踏
ま
え
、
地
域
ご
と
の
特
性
や

課
題
に
対
応
し
た
地
域
別
構
想

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

委
員

都
市
政
策
課
長

仙
山
圏
交
通
網
整
備
事
業

�

３
２
８
万
円

　
平
成
２８
年
度
に
作
成
し
た
交

通
網
整
備
（
案
）
の
各
項
目
の

補
足
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

学
識
経
験
者
な
ど
と
の
意
見
交

換
を
行
い
、
整
備
推
進
に
向
け

た
機
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

政
策
や
技
術
的
課
題
に
詳
し
い
方

を
想
定
し
て
い
る
。
有
識
者
な
ど

と
意
見
交
換
を
し
て
い
く
上
で
、

さ
ら
に
補
足
調
査
が
必
要
と
想
定

さ
れ
る
た
め
、
委
託
料
を
計
上
し

て
い
る
。

　
　
　
事
業
内
容
を
市
民
に
示
す

の
は
い
つ
頃
か
。
ト
ン
ネ
ル
化
な

ど
は
膨
大
な
投
資
と
な
る
が
、
実

際
に
投
資
に
踏
み
出
す
方
向
性
で

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
に

有
識
者
懇
談
会
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
方
向

性
は
出
て
く
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
方
向
性
が
出
た
後
に
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
の

実
施
は
、
事
業
主
体
の
問
題
も
あ

る
た
め
、
方
向
性
が
出
た
段
階
で

要
望
活
動
を
行
い
な
が
ら
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
　
　
広
域
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
の
結
果
が
出
な
け
れ

ば
、
仙
山
圏
に
お
け
る
交
通
網
整

委
員

企
画
調
整
課
長

山
形
広
域
都
市
圏
パ※

ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査
実
施
事
業�

５
６
９
８
万
円

　
自
動
車
や
公
共
交
通
な
ど
、

市
民
の
日
常
の
交
通
行
動
を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
を
し
ま
す
。

委
員

備
調
査
を
活
用
で
き
な
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
仙
山
交
流
の
構

築
に
は
、
企
画
調
整
課
の
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
に
入
り
、
一
緒
に
作

業
し
て
い
る
。
平
成
２９
年
度
以
降

の
こ
と
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
の
デ
ー

タ
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
か

を
今
後
協
議
し
て
い
く
。

◆
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成

２９
年
度
山
形
市
一
般
会
計
予
算
が

可
決
さ
れ
た
後
、
同
予
算
に
対
す

る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
附
帯
決
議
案
に
つ
い
て

提
案
者
の
説
明
を
受
け
た
後
、
採

決
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
附
帯
決
議
（
要
旨
）

１
．
人
口
増
加
、
３０
万
人
達
成
、

維
持
に
向
け
た
政
策
に
つ
い
て
、

そ
の
手
法
、
達
成
時
期
な
ど
に
つ

い
て
市
民
へ
の
十
分
な
説
明
を
行

い
理
解
を
得
る
こ
と
。

２
．
山
形
市
発
展
計
画
に
位
置
づ

け
る
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
「
人
口
３０

万
人
」
達
成
の
一
つ
の
前
提
と
し

て
い
る
、「
仙
山
線
の
高
速
化
、

安
定
化
、東
部
幹
線
道
路
の
整
備
」

に
つ
い
て
２
０
３
０
年
を
見
据
え

市
民
、
関
係
者
、
関
係
機
関
と
一

丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
し
、
で

き
る
だ
け
早
く
年
次
計
画
を
策
定

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

都
市
政
策
課
長

※　パーソントリップ調査…‌‌「いつ」「どこから」「どこまで」「どのような人が」「どのような目的で」「どのような交通手段を利用して」動いた
のかについての調査。
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市
民
生
活
に
直
結
す
る
補
正
予
算
を
可
決

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
１０
億
円
超
え

補 正 予 算
　
　
　
返
礼
品
の
種
類
は
ど
の
く

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

１
億
６
４
７
６
万
円

　
フ
ル
ー
ツ
の
先
行
予
約
に
よ

り
寄
付
額
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
増
額
で
す
。

委
員

ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成

２８
年
度
当
初
は
２
３
０
品
目
だ
っ

た
が
、
現
在
は
３
３
０
品
目
に
増

え
て
い
る
。

　
　
　
寄
付
額
が
飛
躍
的
に
増
加

し
た
具
体
的
な
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
験

型
な
ど
の
返
礼
品
の
充
実
、
首
都

圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
Ｐ
Ｒ
活

動
、
駆
け
込
み
需
要
に
合
わ
せ
た

平
成
２９
年
産
フ
ル
ー
ツ
の
先
行
予

約
な
ど
に
よ
る
と
考
え
て
い
る
。

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

　
　
　
山
寺
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
対
象
を
中
国
と
韓
国
に
限

定
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
慈
覚
大
師
円
仁

に
ゆ
か
り
の
あ
る
国
と
し
て
、
中

国
と
韓
国
に
限
定
し
て
い
る
。

　
　
　
委
託
先
と
選
定
方
法
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
外
国
人
旅
行
者

の
誘
客
促
進
が
目
的
で
あ
る
た
め
、

委
託
先
は
大
手
旅
行
会
社
、
選
定

方
法
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
考

え
て
い
る
。

　
　
　
赤
字
と
な
っ
て
い
る
１１
路

線
に
、
ど
の
く
ら
い
補
助
し
て
い

る
の
か
。

国
際
観
光
推
進
事
業

�

６
０
０
万
円

　
山
寺
へ
の
外
国
人
旅
行
者
の

誘
客
を
促
進
す
る
た
め
に
、
多

言
語
案
内
歴
史
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

ア
プ
リ
の
構
築
や
山
寺
体
験
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

委
員

観
光
物
産
課
長

委
員

観
光
物
産
課
長

生
活
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

�
３
１
０
８
万
円

　
生
活
バ
ス
路
線
の
赤
字
分
を

バ
ス
事
業
者
へ
補
助
し
ま
す
。

委
員

る
上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
路

線
に
対
し
て
赤
字
補
填
を
行
っ
て

お
り
、
収
支
比
率
が
何
％
を
下
回

れ
ば
廃
止
と
な
る
よ
う
な
基
準
は

な
い
。

　
　
　
県
が
主
体
と
な
っ
て
事
業

を
行
っ
て
い
る
が
、
事
業
選
定
に

当
た
っ
て
の
市
の
役
割
は
ど
の
よ

水
田
畑
地
化
基
盤
強
化
対
策
事
業
費

負
担
金�

１
６
８
０
万
円

　
米
の
生
産
調
整
に
伴
う
水
田

の
畑
地
化
に
対
し
支
援
す
る
た

め
、
各
団
体
営
が
行
う
転
作
水

田
の
暗あ
ん
渠き
ょ
排
水
工
事
な
ど
に
補

助
し
ま
す
。

委
員

う
な
も
の
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
や
農
業
団

体
、
県
と
の
調
整
や
支
援
を
し
て

い
る
。

　
　
　
畑
地
化
の
今
後
の
見
通
し

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
事
業
に
よ

る
水
田
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
生
産
者

と
協
議
し
な
が
ら
今
後
も
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
戦
略
作
物
の
セ
ル

リ
ー
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
ハ
ウ
ス

物
の
基
盤
整
備
な
ど
に
も
利
用
可

能
で
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
部

分
も
含
め
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

農
村
整
備
課
長

委
員

農
村
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
収
支
比

率
は
、
一
番
低
い
路
線
で

５４
・
９
％
、
高
い
路
線
で

９７
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

総
額
１
億
２
６
０
０
万
円

ほ
ど
の
経
常
経
費
に
対
し

て
、
９
５
０
０
万
円
ほ
ど

の
経
常
収
益
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
不
足
部
分
に
対

し
て
赤
字
補
填
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
赤
字
補
填
の
支
援

は
ど
こ
ま
で
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
利
用
実

績
を
見
な
が
ら
、
生
活
す

企
画
調
整
課
長

委
員

企
画
調
整
課
長

３月の主な補正予算
一般会計 ６億５，８８４万円

●除排雪等委託料
　�  ２億２，７００万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●ふるさと納税推進事業
　�  １億６，４７６万円

●民間立保育所運営委託料
　�  ４，６２０万円

●小学校下水道切替事業（村木沢小・大曽根小）
　�  ４，３６０万円

●山形県施行都市計画街路事業費負担金
　�  ４，２００万円

●山形県施行道路整備事業費負担金
　�  ３，８２４万円

▲市民の生活に不可欠なバス路線を維持するために支援

　
　
　
市
道
の
凍
結
防
止
剤
の
散

布
は
、
年
間
ど
の
く
ら
い
の
費
用

が
掛
か
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２８
年
度
は
、‌

お
お
よ
そ
１
億
数
千
万
円
で
あ
る
。

　
　
　
村
木
沢
小
と
大
曽
根
小
で

最
後
に
な
る
が
、
工
事
が
こ
の
時

除
排
雪
等
委
託
料

�

２
億
２
７
０
０
万
円

　
今
後
の
降
雪
に
備
え
る
た
め

の
除
雪
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

小
学
校
下
水
道
切
替
事
業

�

４
３
６
０
万
円

　
村
木
沢
小
・
大
曽
根
小
の
下

水
道
切
り
替
え
工
事
を
行
い
ま

す
。

委
員

　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
と
指
静
脈
認

証
出
入
り
管
理
シ
ス
テ
ム
を
、
ど

の
く
ら
い
設
置
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１
施
設
が
防
犯

カ
メ
ラ
５
台
と
指
静
脈
認
証
出
入

り
管
理
シ
ス
テ
ム
、
２
施
設
が
防

犯
カ
メ
ラ
３
台
、
３
施
設
が
防
犯

カ
メ
ラ
２
台
を
設
置
す
る
。

　
　
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が

増
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
に

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
策

定
さ
れ
る
が
、
ニ
ー
ズ
調
査
に
よ

り
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討
し
な

が
ら
、
地
域
密
着
型
の
需
給
を
見

据
え
て
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備

事
業
費
補
助
金�

１
７
３
万
円

　
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置
す

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
６
施

設
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

介
護
保
険
事
業
会
計

�

２
億
１
３
５
１
万
円

　
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
の
増
加
に
よ
り
、
介
護
給

付
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

介
護
保
険
課
長
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市
道
の
凍
結
防
止
剤
の
散

布
は
、
年
間
ど
の
く
ら
い
の
費
用

が
掛
か
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２８
年
度
は
、‌

お
お
よ
そ
１
億
数
千
万
円
で
あ
る
。

　
　
　
村
木
沢
小
と
大
曽
根
小
で

最
後
に
な
る
が
、
工
事
が
こ
の
時

除
排
雪
等
委
託
料

�

２
億
２
７
０
０
万
円

　
今
後
の
降
雪
に
備
え
る
た
め

の
除
雪
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

小
学
校
下
水
道
切
替
事
業

�

４
３
６
０
万
円

　
村
木
沢
小
・
大
曽
根
小
の
下

水
道
切
り
替
え
工
事
を
行
い
ま

す
。

委
員

　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
と
指
静
脈
認

証
出
入
り
管
理
シ
ス
テ
ム
を
、
ど

の
く
ら
い
設
置
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１
施
設
が
防
犯

カ
メ
ラ
５
台
と
指
静
脈
認
証
出
入

り
管
理
シ
ス
テ
ム
、
２
施
設
が
防

犯
カ
メ
ラ
３
台
、
３
施
設
が
防
犯

カ
メ
ラ
２
台
を
設
置
す
る
。

　
　
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が

増
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
に

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
策

定
さ
れ
る
が
、
ニ
ー
ズ
調
査
に
よ

り
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討
し
な

が
ら
、
地
域
密
着
型
の
需
給
を
見

据
え
て
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備

事
業
費
補
助
金�

１
７
３
万
円

　
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置
す

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
６
施

設
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

介
護
保
険
事
業
会
計

�

２
億
１
３
５
１
万
円

　
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
の
増
加
に
よ
り
、
介
護
給

付
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

介
護
保
険
課
長

期
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２３
年
度
ま

で
に
５０
校
の
う
ち
４２
校
の
切
り
替

え
工
事
を
完
了
し
て
い
た
。
残
り

８
校
は
２７
年
度
ま
で
に
完
了
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震

災
な
ど
に
よ
り
、
体
育
館
の
つ
り

天
井
落
下
防
止
対
策
工
事
な
ど
を

優
先
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
工
事
が
必
要
な
学
校
は
、

残
り
何
校
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
南
小
学
校
、
楯

山
小
学
校
、
千
歳
小
学
校
の
３
校

で
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
な
が

ら
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
千
歳
小
学
校
は
改
築
予
定

だ
が
、
工
事
を
行
う
必
要
は
あ
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
屋
内
運
動
場
は

既
存
の
も
の
を
使
用
す
る
予
定
で

あ
る
た
め
、工
事
が
必
要
と
な
る
。

教
委
管
理
課
長

小
学
校
・
中
学
校
運
動
場
高
窓
ガ
ラ
ス

飛
散
防
止
対
策
事
業�

６
１
６
万
円

　
蔵
王
三
小
・
蔵
王
二
中
の
屋

内
運
動
場
の
高
窓
に
使
用
さ
れ

て
い
る
、
普
通
ガ
ラ
ス
の
飛
散

防
止
の
た
め
の
フ
ィ
ル
ム
貼
り

付
け
工
事
を
行
い
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

委
員

教
委
管
理
課
長

▲下水道への切り替え工事を行う大曽根小

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。

☎０２３（６４２）８４０４

６月１５日（木）
　　～６月３０日（金）

６月定例会の日程
（予定）

議員研修会を開催

り日本経済論や日本産業構造分析特論など多彩な講義を担当
されました。
　今回の研修会では、「転換期の地域経済と地方創生の課題」
というテーマで、県内の若者の県外流出による人口減少の問
題や経済停滞の推移、平成１４年に全国２位の低さであった子
どもの貧困率やワーキングプア率が、２４年にはそれぞれ２３位、
１２位に落ち込んでいることなど、データに基づいた具体例を
示していただきながら、ご講演をいただきました。

　平成２９年２月１３日に、
一般社団法人山形県経済
社会研究所所長で山形大
学名誉教授の立

たて

松
まつ

潔
きよし

氏
を講師に迎え、議員研修
会を開催しました。立松
先生は、昭和５１年に山形
大学教養部講師として赴
任し、以後３９年間にわた▲山形市のさらなる発展のために

9

平成29年5月1日／200号
やまがた市議会報



常任委員会

　
　
　
条
例
の
前
文
に
「
差
別
的

な
対
応
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
人
」
と
の
表
現
が
あ
る
が
、

実
際
に
差
別
を
受
け
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
こ
の
表
現
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
制
定

に
当
た
り
市
民
か
ら
意
見
を
募
集

し
た
中
で
、差
別
と
感
じ
た
こ
と
、

嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
と
し
て
、

９１
の
事
例
が
寄
せ
ら
れ
た
。
障
が

い
に
対
す
る
理
解
不
足
や
誤
解
な

ど
に
よ
り
、
配
慮
の
な
い
ま
な
ざ

し
や
言
葉
な
ど
で
差
別
を
受
け
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
事
例
が
あ
る

た
め
、
前
文
に
載
せ
て
い
る
。

　
　
　
条
例
の
前
文
に
「
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
そ
れ
ぞ

れ
が
歩
み
寄
り
」
と
あ
る
が
、
障

が
い
者
は
ど
う
歩
み
寄
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
歩
み
寄
り
と

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
思
っ
て

い
る
こ
と
を
発
し
、
障
が
い
の
あ

る
方
と
接
し
た
こ
と
が
な
い
人
も

障
が
い
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
相

互
理
解
の
意
味
で
あ
る
。

福

祉

障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
を
推
進

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

　
　
　
事
業
者
に
努
力
義
務
が
課

さ
れ
る
が
、
対
応
要
領
を
作
る
予

定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
者
を
監

督
す
る
各
省
庁
が
対
応
指
針
を

作
っ
て
お
り
、
事
業
者
は
こ
れ
に

基
づ
き
取
り
組
む
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
明
ら
か
に
不
当
な
、
差
別

的
取
り
扱
い
を
受
け
た
場
合
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
状
況
を
確
認

し
、
対
応
で
き
る
法
的
措
置
が
あ

れ
ば
、
権
限
が
あ
る
機
関
や
指
導

が
で
き
る
機
関
に
つ
な
ぎ
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
若
年
層
の
消
防
団
員
の
確

保
の
た
め
、
班
員
の
報
酬
を
年
額

１
０
０
０
円
引
き
上
げ
る
と
の
こ

と
だ
が
、も
う
少
し
金
額
を
引
き
上

げ
る
議
論
な
ど
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
リ
ス

ク
や
社
会
環
境
、
気
候
風
土
な
ど

が
比
較
的
類
似
し
て
い
る
東
北
の

県
庁
所
在
地
の
平
均
に
近
づ
け
る

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

委
員

障
が
い
福
祉
課
長消

防

消
防
団
員
の
処
遇
を
改
善

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

　
　
　
法
令
に
違
反
し
て
い
る
施

設
の
公
表
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ

け
で
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
不
特
定
多
数
の
方
が

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
す
る
。
公
表
制
度
は
、

広
報
や
ま
が
た
で
の
周
知
や
関
係

機
関
、
諸
団
体
へ
の
直
接
の
周
知

を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
公
表
は
最
終
手
段
と
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　
法
律
に
違
反
し
て
い

る
も
の
は
、
警
告
や
命
令
、
告
発

な
ど
の
法
律
に
基
づ
い
た
手
続
き

を
行
い
な
が
ら
、
並
行
し
て
安
全

法
令
違
反
の
防
火
対
象
物
の

違
反
内
容
を
公
表

委
員

予
防
課
長

委
員

予
防
課
長

た
め
、
報
酬
を
引
き
上
げ
る
こ
と

と
し
た
。
今
回
は
、
報
酬
の
見
直

し
だ
け
で
は
な
く
、
費
用
弁
償
の

見
直
し
と
し
て
、
災
害
の
防
ぎ
ょ

活
動
の
区
分
を
新
た
に
設
け
る
こ

と
や
全
消
防
団
員
分
の
新
基
準
に

基
づ
い
た
活
動
服
へ
の
更
新
な
ど
、

消
防
団
全
体
の
処
遇
改
善
を
図
る

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
国
の
算
定
基
準
と
ま
だ
ま

だ
開
き
が
あ
る
金
額
の
た
め
、
今

後
、
周
辺
自
治
体
で
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
る
際
は
速
や
か
に
対
応
し

て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
か
ら
の

情
報
収
集
を
随
時
行
う
と
と
も
に
、

他
市
の
消
防
団
の
報
酬
な
ど
の
見

直
し
状
況
を
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

こんなことが話し合われました！！

総 務
産業文教

厚 生
環境建設 ４つの委員会で

▲地域住民の安全安心を守るため、訓練を行う消防団
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４
月
１
日
以
降
の
解
体
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞
城
公

園
は
史
跡
で
あ
る
た
め
、
文
化
庁

の
許
可
が
出
て
か
ら
の
解
体
と
な

る
。
上
半
期
中
に
、
関
連
す
る
記

念
碑
の
移
設
も
含
め
た
解
体
を
完

了
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
中
核
市
移
行
を
き
っ
か
け

と
し
て
今
回
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
中
核
市
移
行
に
向
け

て
、
よ
り
専
門
的
な
職
種
が
必
要

と
な
る
が
、
全
国
的
に
確
保
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
こ
の
制
度
で

は
定
年
の
適
用
も
受
け
ず
、
よ
り

幅
広
い
人
材
を
確
保
で
き
る
こ
と

か
ら
今
回
制
定
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
　
　
任
期
終
了
後
に
引
き
続
き

採
用
す
る
場
合
の
取
り
扱
い
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
再
度
、
競
争
試
験
や

選
考
に
よ
り
任
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

市
役
所

任
期
付
採
用
制
度
の

活
用
を
可
能
に

委
員

職
員
課
長

委
員

職
員
課
長

情
報
の
提
供
と
し
て
公
表
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
　
利
用
者
へ
の
説
明
は
十
分

に
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
利
用
者

の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
の

第
七
小
学
校
、
第
四
小
学
校
へ
説

明
を
行
う
と
と
も
に
、
校
長
会
で

も
児
童
生
徒
へ
の
周
知
方
を
お
願

い
し
た
。
利
用
者
な
ど
か
ら
は
特

に
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
な
く
、
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。 教

育

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

　
　
　
流
通
系
の
企
業
が
立
地
す

る
こ
と
で
、
産
業
団
地
内
に
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
が
あ
る
と
思

う
が
、
周
辺
へ
の
影
響
や
対
策
を

行
う
必
要
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
開
発
行
為
の
中

で
、
交
通
導
線
と
し
て
信
号
機
設

置
の
必
要
性
も
警
察
と
相
談
し
た
。

計
画
台
数
や
隣
接
企
業
へ
の
振
動

な
ど
の
影
響
が
な
い
か
も
含
め
て

検
討
し
た
結
果
、
特
段
の
対
策
の

必
要
は
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
て

い
る
。

　
　
　
地
縁
関
係
を
維
持
し
て
き

た
集
落
の
中
に
、
新
し
い
方
が
住

め
る
よ
う
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響
は

な
い
の
か
。

商
工
業

山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

分
譲
用
地
の
一
部
を
売
却

委
員

雇
用
創
出
課
長ま

ち
づ
く
り

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る

開
発
行
為
の
規
制
を
緩
和

委
員

　
　
　
　
　
　
　
周
辺
地
区
の

方
々
か
ら
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
集
落
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

規
制
を
緩
和
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
多
数
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ

の
た
び
の
規
制
緩
和
は
、
要
望
に

対
し
て
、
市
の
権
限
と
し
て
可
能

な
範
囲
で
緩
和
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
今
後
さ
ら
な
る
地
域
の
魅
力

づ
く
り
が
必
要
に
な
る
。

　
　
　
開
発
が
可
能
と
な
る
集
落

区
域
は
い
つ
頃
公
表
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
４
月
３
日
の
正

午
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
広

報
や
ま
が
た
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
周
知
す
る
こ
と
で
、
平
等

に
情
報
が
行
き
わ
た
る
よ
う
に
し

て
い
く
。

都
市
政
策
課
長

委
員

都
市
政
策
課
長

▲多くの子どもたちから親しまれた児童文化センター

と　き　６月上旬〜約１カ月間
ところ　‌‌山辺町玉虫沼農村公園「かおり

の広場」
内　容　‌‌紫色のかわいらしい花が咲き誇

り、皆さんのお越しをお待ちし
ています。また、大好評の「ラ
ベンダーソフトクリーム」の販
売も行います。

問い合わせ先　玉虫沼農村公園管理棟
‌ ☎６６６－２７０１

ラベンダー祭り
山辺町

と　き　７月８日（土）〜９日（日）
ところ　上山城周辺
内　容　‌‌県内外のワイナリーが一堂に会

する大イベント。心地よい香り
と豊かな味わいが自慢の“かみ
のやま産のワイン”をお楽しみ
いただけます。

問い合わせ先　上山市観光物産協会
‌ ☎６７２－０８３９

やまがたワインバル２０１７inかみのやま温泉
上山市

と　き　５月１４日（日）
　　　　午前１０時〜午後７時
ところ　中山町立図書館　ほんわ館
内　容　‌‌本の世界の料理教室Part３、

スペシャルお話し会
　　　　ブックカフェ
問い合わせ先
　中山町立図書館ほんわ館 ☎６６２－６６８８
　中山町教育委員会教育課 ☎６６２－２２３５

ほんわ館　春の本フェス
中山町

み
み
よ
り
情
報

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。

スマホで視聴できます

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継
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３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
４
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
地
方
議
会
議
員
選
挙
は
、
ビ
ラ

の
頒
布
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
政

策
を
有
権
者
が
十
分
に
判
断
し
選

択
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
地
域
活

意
見
書
（
要
旨
）

地
方
議
会
議
員
の
選
挙
運
動
期
間
中

の
ビ
ラ
の
頒
布
を
可
能
と
す
る
公
職

選
挙
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

力
の
低
下
の
要
因
に
も
な
っ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
法
定
ビ
ラ
の
頒
布

を
地
方
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て

も
可
能
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整

備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
は
、
カ

ジ
ノ
施
設
の
設
置
に
よ
る
社
会
的

影
響
や
諸
課
題
に
、
議
論
を
尽
く

し
、
国
民
的
な
理
解
が
得
ら
れ
た

と
は
言
い
難
い
。
よ
っ
て
、
同
法

律
を
廃
止
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
通
称
：
Ｉ
Ｒ

推
進
法
）
に
反
対
す
る
意
見
書

　
ス
キ
ー
場
産
業
は
、
ゲ
レ
ン
デ

整
備
車
等
に
使
う
軽
油
が
免
税
と

な
っ
て
い
る
。
制
度
が
な
く
な
れ

ば
、
経
営
維
持
が
困
難
と
な
り
、

地
域
経
済
に
も
影
響
を
与
え
る
こ

と
と
な
る
。
よ
っ
て
、
免
税
軽
油

制
度
を
継
続
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
平
成
２５
年
度
ま
で
は
農
業
者
戸

別
所
得
補
償
制
度
が
と
ら
れ
、
稲

作
農
家
を
支
え
て
き
た
。
２６
年
度

か
ら
経
営
所
得
安
定
対
策
に
替
わ

り
、
離
農
が
加
速
し
、
地
域
が
疲

弊
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
同
制
度

を
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
平
成
２８
年
９
月
定
例
会
で
採

択
・
送
付
さ
れ
た
請
願
、
工
事
発

注
時
期
の
平
準
化
に
つ
い
て
、
市

長
か
ら
次
の
よ
う
な
処
理
の
経
過

と
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◇
年
度
当
初
に
事
業
が
少
な
く
な

る
こ
と
や
、
工
事
完
成
時
期
が
年

度
末
に
過
度
に
集
中
す
る
こ
と
を

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求

め
る
意
見
書

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
復
活
を
求
め
る
意
見
書

請
願
の
処
理
状
況（
要
旨
）

避
け
る
た
め
、
早
期
発
注
や
債
務

負
担
行
為
な
ど
を
適
切
に
活
用
し
、

よ
り
一
層
の
施
工
時
期
等
の
平
準

化
に
努
め
ま
す
。

　
監
査
委
員
の
う
ち
、
１
人
の
任

期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
次
の
方
の
選
任
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
玉た
ま
田だ　
芳よ
し
和か
ず 

氏
（
薬
師
町
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
１
人
の
任
期
が
３
月

２５
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
同
氏
の
選
任
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
伊い

藤と
う　
一か
ず
雄お 

氏
（
久
保
田
）

　
小
白
川
・
関
沢
・
山
寺
下
組
財

産
区
管
理
委
員
の
任
期
が
３
月
３１

日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
次

の
方
の
選
任
に
つ
い
て
、
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

小
白
川
・
関
沢
・
山
寺
下し
も
組ぐ
み
財

産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
同
意

【
小
白
川
財
産
区
管
理
委
員
】

　
髙た
か
嶋し
ま　
秀ひ
で
雄お 

氏
（
小
白
川
町
）

　
佐さ

藤と
う　
　
紘
ひ
ろ
し 

氏
（
小
白
川
町
）

　
會あ
い
田た　
彦ひ
こ
夫お 

氏
（
小
白
川
町
）

　
荒あ
ら
井い

征せ
い
之の

介す
け 

氏
（
小
白
川
町
）

　
今こ
ん
野の

久く

仁に

正ま
さ 

氏
（
東
原
町
）

　
佐さ

藤と
う　
善ぜ
ん
紀き 

氏
（
小
白
川
町
）

　
安あ

達だ
ち　
昭
し
ょ
う
市い
ち 

氏
（
小
白
川
町
）

【
関
沢
財
産
区
管
理
委
員
】

　
伊い

藤と
う　
　
勲
い
さ
お 

氏
（
関
沢
）

　
岡お
か
本も
と　
健け
ん
三ぞ
う 

氏
（
関
沢
）

　
長な
が
沼ぬ
ま　
正ま
さ
美み 

氏
（
関
沢
）

　
平ひ
ら
澤さ
わ　
一か
ず
幸ゆ
き 

氏
（
関
沢
）

　
佐さ

藤と
う　
好よ
し
美み 

氏
（
関
沢
）

　
市い
ち
川か
わ　
幸ゆ
き
博ひ
ろ 

氏
（
関
沢
）

　
渋し
ぶ
谷や　
俊
し
ゅ
ん
一い
ち 

氏
（
関
沢
）

【
山
寺
下
組
財
産
区
管
理
委
員
】

　
布ふ

施せ　
秀ひ
で
雄お 

氏
（
山
寺
）

　
柏
か
し
わ
倉ぐ
ら

順じ
ゅ
ん
一い
ち
郎ろ
う 

氏
（
山
寺
）

　
伊い

澤さ
わ　
伸し
ん
一い
ち 

氏
（
山
寺
）

　
布ふ

施せ　
　
修
お
さ
む 

氏
（
山
寺
）

　
矢や

萩は
ぎ
太た

四し

郎ろ
う 

氏
（
山
寺
）

　
布ふ

施せ　
新し
ん
一い
ち 

氏
（
山
寺
）

　
矢や

萩は
ぎ　
久ひ
さ
義よ
し 

氏
（
山
寺
）

　
最
上
川
中
部
水
道
企
業
団
議
会

議
員
の
任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了

す
る
こ
と
に
伴
い
選
挙
し
た
結
果
、

伊
藤
美
代
子
議
員
と
長
谷
川
幸
司

議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

最
上
川
中
部
水
道
企
業
団

議
会
議
員
に
２
議
員
が
当
選

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　
願

第
１
号
新
規

免税軽油制度の継続につ
いて 小野　　仁

武田　　聡 総　務 採　択東北索道協会
山形地区部会
部会長 岡崎宏一 ほか１人

第
２
号

新
規
※

「農業者戸別所得補償制
度」の復活を求めること
について 阿曽　　隆

川口　充律 産業文教 採　択
山形地方農民連
会長　吉田吉弘

第
３
号
新
規

特定複合観光施設（ＩＲ）
区域の整備の推進に関する
法律（カジノ解禁法）の廃
止を求めることについて

斉藤　栄治
小野　　仁
今野　誠一

総　務 採　択
新日本婦人の会山形支部
支部長　石山初子

　３月定例会で審議された請願は、新たに提出された３件です。
各委員会での審査結果は以下の通りです。
‌ （※印は意見陳述が行われたものです。）

請　　願

●議決の結果は、１３ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。
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※‌‌議第２号、議第３号は３月７日に議決。その他の議案および議会案は３月２１
日に議決。

議決議案一覧（３月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第２号
議第３号

平成２８年度山形市一般会計補正予算、平成２８年度山形
市介護保険事業会計補正予算
　内容は８〜９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第４号 平成２９年度山形市一般会計予算
　内容は２〜７ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第５号

〜

議第１５号

平成２９年度山形市水道事業会計予算、平成２９年度山形
市公共下水道事業会計予算、平成２９年度山形市立病院
済生館事業会計予算、平成２９年度山形市国民健康保険
事業会計予算、平成２９年度山形市後期高齢者医療事業
会計予算、平成２９年度山形市介護保険事業会計予算、
平成２９年度山形市区画整理事業会計予算、平成２９年度
山形市財産区会計予算、平成２９年度山形市駐車場事業
会計予算、平成２９年度山形市公設地方卸売市場事業会
計予算、平成２９年度山形市農業集落排水事業会計予算
　内容は２〜７ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第１６号
議第１７号

市道路線の認定について、市道路線の変更について
　１２路線について市道に認定、２路線の市道を変更す
るものです。

可決
（全会一致）

議第１８号
土地の処分について（山形中央インター産業団地分譲
用地）
　山形中央インター産業団地分譲用地の一部を売却す
るものです。

同意
（全会一致）

議第１９号
損害賠償の額の決定について
　済生館で発生した医療事故に係る損害賠償の額を決
定するものです。

同意
（全会一致）

議第２０号

山形市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の設
定について
　地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する
法律等の規定に基づき、任期を定めた職員の採用およ
び当該職員の給与の特例に関し必要な事項を定めるも
のです。

可決
（全会一致）

議第２１号

山形市障がいを理由とする差別の解消の推進に関する
条例の設定について
　障がいを理由とする差別の解消を推進するため、基
本理念と市の責務、市民および事業者の役割などの必
要な事項を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２２号

山形市都市計画法第３４条第１１号の規定に基づく土地の
区域の指定等に関する条例の全部改正について
　魅力ある居住環境の充実と移住定住の促進や集落の
維持・活性化を図るため、市街化調整区域内における
開発行為の規制を緩和するなど、所要の改正をするも
のです。

可決
（全会一致）

議第２３号

山形市個人情報保護条例及び山形市行政手続における
特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部改正について
　行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律の改正に伴い、規定を整備する
ものです。

可決
（全会一致）

議第２４号
山形市職員の育児休業等に関する条例の一部改正につ
いて
　児童福祉法の改正に伴い、規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第２５号

山形市特別職の職員の給与に関する条例及び山形市特
別職の職員の旅費並びに費用弁償に関する条例の一部
改正について
　消防団を中核とした地域防災力の充実強化を図るた
め、消防団員の処遇を改善するものです。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第２６号
山形市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の一部改正について
　平成１８年の給与構造改革に伴い実施された経過措置
を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第２７号

山形市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正に
ついて
　中核市移行に向けた準備を進めるため、市に移譲さ
れる事務等に関し必要となる特殊勤務手当を追加する
など、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第２８号
山形市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償
等に関する条例の一部改正について
　通勤災害の対象となる通勤の範囲を改定するなど、
所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第２９号

山形市市税条例等の一部改正について
　地方税法の改正等に伴い、法人市民税法人税割の税
率の引き下げ、個人市民税の住宅ローン減税措置の対
象期間の延長および軽自動車税の環境性能割の創設な
どについて、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第３０号

山形市特定非営利活動法人に対する市民税の課税免除
に関する条例の一部改正について
　特定非営利活動法人の設立を支援し、活動基盤の早
期確立とその活動を促進するため、軽自動車税の環境
性能割の課税を免除するものです。

可決
（全会一致）

議第３１号
山形市手数料条例の一部改正について
　建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の
施行に伴い、新たな手数料を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第３２号
山形市火災予防条例の一部改正について
　法令違反のある防火対象物について違反内容の公表
を実施するほか、消防用設備等の技術上の基準に係る
規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第３３号
山形市社会教育委員等に関する条例の一部改正につい
て
　児童文化センターを廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第３４号 山形市監査委員の選任について
　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議第３５号 山形市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議第３６号

〜

議第３８号

小白川財産区管理委員の選任について、関沢財産区管
理委員の選任について、山寺下組財産区管理委員の選
任について
　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第１号

地方議会議員の選挙運動期間中のビラの頒布を可能と
する公職選挙法改正を求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）

議会案
第２号

特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律（通
称：ＩＲ推進法）に反対する意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）

議会案
第３号

免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第４号

農業者戸別所得補償制度の復活を求める意見書の提出
について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）

◆‌○＝賛成　×＝反対　　◆石澤秀夫議長は採決に加わらない。　◆「無」は会派所属なし。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表
‌ 会派
‌ 議員名

議案
議会案番号

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 無 斎
藤
武
弘
副
議
長

石
澤
秀
夫
議
長

議決
結果

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

須
貝
太
郎

鈴
木
善
太
郎

髙
橋
昭
弘

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

遠
藤
吉
久

加
藤

孝

渋
江
朋
博

武
田

聡

渡
辺

元

小
野

仁

斎
藤
淳
一

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

尾
形
源
二

議会案第１号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 可決
議会案第２号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 可決
議会案第４号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 可決
請 願 第 ２ 号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 採択
請 願 第 ３ 号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 採択
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伊
藤
美
代
子 

議
員

入
学
準
備
金
の
３
月
支
給
実
現
を

Ｌ※

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
正
し
い
知
識
は
学
校
教
育
か
ら

※　ＬＧＢＴ…‌‌女性同性愛者（レズビアン）、男性同性愛者（ゲイ）、両性愛者（バイセクシュアル）、性別越境者（トランスジェンダー）の英語
の頭文字をとった総称。

　
　
就
学
援
助
制
度
の
入
学
準
備

金
の
支
給
を
６
月
か
ら
３
月
に
変

更
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、

本
市
も
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

Q

　
　
他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
査

し
、
ど
の
よ
う
な
制
度
見
直
し
や

運
用
が
可
能
か
検
討
し
た
い
。

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
貧
困
は
、

AQ

養
育
費
の
未
払
い
が
多
い
こ
と
も

原
因
の
一
つ
だ
と
考
え
る
。
民
法

の
改
正
で
、
離
婚
届
に
養
育
費
や

面
会
の
取
り
決
め
の
記
入
欄
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
へ
の
市
長
の
考
え

は
ど
う
か
。

　
　
面
会
交
流
・
養
育
費
の
取
り

決
め
を
行
う
よ
う
明
文
化
さ
れ
、

そ
の
趣
旨
を
周
知
す
る
た
め
の
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
親
子
断
絶
防
止
法
案
が
国
会

で
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
虐
待
を

受
け
た
子
ど
も
な
ど
が
親
と
の
面

会
を
希
望
す
る
の
か
と
い
う
視
点

が
欠
け
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
法

案
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
と
保
護
者
の
安
全
が

担
保
さ
れ
る
、
特
別
の
配
慮
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
社
会
の
無
理
解
や
偏
見
に
苦

し
ん
で
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
は
多

い
。
教
育
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な

配
慮
を
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
職
員
へ
の
研
修
は

し
て
い
る
の
か
。

　
　
市
立
学
校
で
相
談
を
受
け
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
学
校

で
は
多
様
性
を
尊
重
す
る
心
情
や

姿
勢
を
育
て
る
こ
と
、
担
任
や
養

護
教
諭
な
ど
複
数
の
相
談
者
が
い

る
こ
と
で
、
本
人
や
保
護
者
が
相

A

QAQ

A

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
３
月
定
例
会
で
は
、
２
月

２８
日
と
３
月
１
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
翔

政

会
）

菊
地
健
太
郎
鳥
居
忠
政
の
評
価
、
御
殿
堰
整
備
の
今
後
、
整
備

新
幹
線
、
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
と
中
心
市

街
地
活
性
化
戦
略
本
部　
ほ
か

小
野　
　
仁

（
緑

政

会
）
市
長
の
公
約
、
健
康
医
療
先
進
都
市
の
考
え
方
、

各
種
計
画
、
山
形
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画　

ほ
か

斉
藤　
栄
治

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

地
域
医
療
・
福
祉
、
子
育
て
、
地
域
活
性
化
策
、

都
市
計
画
道
路
見
直
し
へ
の
対
応
、
中
核
市
へ
の

円
滑
な
移
行
に
向
け
た
専
門
職
の
確
保　
ほ
か

丸
子　
善
弘

（
翔

政

会
）
県
都
山
形
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
地
方
卸
売
市
場

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
、山
形
市
立
商
業
高
校
、

最
上
義
光
・
義
姫

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

佐
藤
亜
希
子
子
ど
も
の
育
ち
と
学
び
を
守
る
た
め
に
、
福
祉
専

門
職
へ
の
支
援
を
手
厚
く
、
高
齢
者
の
外
出
支
援

（
翔

政

会
）

田
中　
英
子
子
ど
も
の
教
育
、
蔵
王
観
光
、
産
後
ケ
ア
事
業
、

健
康
医
療
先
進
都
市
に
む
け
て
、
育
児
・
介
護
休

暇
の
取
得
状
況　
ほ
か

伊
藤
美
代
子

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

山
形
市
を
選
ん
だ
理
由
、人
権
を
守
る
立
場
か
ら
、

観
光
振
興
に
向
け
て

松
田　
孝
男

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

都
市
間
交
流
の
活
性
化
、
蔵
王
関
連
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
健
康
医
療
先
進

都
市
を
目
指
す
に
は　
ほ
か
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文
化
施
設
の
融
合
施
設
を

整
備
せ
よ

小
野　
　
仁 
議
員

　
　
市
長
に
と
っ
て
の
公
約
と
は

何
か
。
ま
た
、
平
成
２３
年
時
の
公

約
と
の
違
い
は
あ
る
の
か
。

　
　
選
挙
の
際
、
そ
の
役
職
に
就

任
し
た
時
に
取
り
組
む
こ
と
を
有

権
者
に
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
大

変
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

以
前
に
掲
げ
た
公
約
と
基
本
的
に

考
え
は
同
じ
だ
が
、
市
民
の
意
見

を
聞
き
、
考
え
が
具
体
的
に
な
っ

た
こ
と
で
直
し
た
部
分
も
あ
る
。

　
　
人
口
の
見
通
し
を
大
き
く
掲

げ
て
い
る
意
図
は
何
か
。

　
　
リ
ー
ダ
ー
が
大
き
な
目
標
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
向
け
て

職
員
の
意
識
も
変
わ
り
、
組
織
と

QAQA 談
し
や
す
い
学
校
づ
く
り
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
文
部

科
学
省
の
通
知
を
中
心
に
、
適
切

な
支
援
体
制
や
外
部
機
関
と
の
連

携
な
ど
、
教
職
員
全
体
で
共
通
理

解
を
し
て
い
く
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　
本
人
か
ら
の
申
し
出
で
、
保

険
者
が
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し

た
時
は
、
保
険
証
に
あ
る
性
別
の

表
記
方
法
を
工
夫
し
て
も
よ
い
と

の
考
え
が
厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
適
切
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
、

提
案
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
児
童
へ
の
性
被
害
を
な
く
す

に
は
子
ど
も
へ
の
教
育
・
啓
発
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
分
か
り
や

す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成

も
含
め
た
効
果
的
な
取
り
組
み
を

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
蔵
王「
さ
ん
」か「
ざ
ん
」か
、

名
称
の
結
論
を
出
す
時
期
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
「
ざ
お
う
さ
ん
」
へ
の
改
名

は
、
関
係
す
る
全
て
の
市
町
か
ら

の
申
請
が
あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
確
認
し
て
い
る
た
め
、
関

係
市
町
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
酒
田
港
や
仙
台
港
へ
寄
港
す

る
外
国
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客
を

本
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
誘
致

の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か
。

　
　
観
光
振
興
推
進
の
上
で
重
要

な
施
策
で
あ
る
た
め
、
着
地
型
旅

行
商
品
の
企
画
提
案
な
ど
を
Ｄ
Ｍ

Ｏ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q

AQ

AQA

QA

し
て
の
前
向
き
な
取
り
組
み
が
進

む
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
大
き
く
目
標
を
掲
げ
、

目
指
し
て
い
く
。

　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し
で
、
ス※
１
プ
ロ
ー
ル
化
を

防
ぐ
視
点
は
あ
る
の
か
。
災
害
危

険
区
域
へ
の
規
制
は
示
す
の
か
。

　
　
市
街
化
区
域
や
市
街
化
調
整

区
域
内
の
既
存
集
落
の
特
性
や
状

況
に
応
じ
、
人
口
密
度
の
維
持
と

向
上
を
図
り
、
乱
開
発
や
ス
プ

ロ
ー
ル
化
と
な
ら
な
い
よ
う
定
め

て
い
く
。
居
住
の
適
地
へ
の
誘
導

が
目
的
の
た
め
、
法
令
で
制
限
の

あ
る
保
安
林
や
農
振
農
用
地
、
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
な
ど
は
規

制
緩
和
の
区
域
か
ら
除
外
す
る
。

　
　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど

も
含
め
た
体
育
施
設
の
整
備
に
当

た
り
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
基
本
方
針
や
フ※
２
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
ど
の
よ

う
に
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
。

　
　
今
後
も
株
式
会
社
モ
ン
テ
デ
ィ

オ
山
形
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
よ

る
公
民
連
携
で
の
取
り
組
み
と
し

て
、施
設
の
運
営
方
法
の
見
直
し
、

民
間
活
力
な
ど
整
備
手
法
の
工
夫

な
ど
を
基
本
と
し
て
い
く
。

　
　
図
書
館
や
文
化
施
設
を
融
合

し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
教
育
立

市
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
よ
り
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

教
育
大
綱
に
基
づ
き
、
人
づ
く
り

を
中
心
に
各
種
教
育
施
設
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
教

育
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
障
が
い
者
差
別
解
消
の
推
進

に
関
す
る
条
例
制
定
に
向
け
、市
民

の
意
見
を
ど
う
取
り
入
れ
る
の
か
。

　
　
障
が
い
福
祉
関
係
者
の
他
に
、

自
治
組
織
や
経
済
労
働
団
体
な
ど

の
幅
広
い
方
々
に
よ
る
差
別
解
消

支
援
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
地

域
や
各
分
野
に
お
け
る
障
が
い
者

差
別
解
消
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
中
心
市
街
地
の
空
き
家
の
利

用
促
進
の
た
め
に
、
助
成
制
度
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
平
成
２９
年
度
か
ら
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
物
件
の
不
用
家
財
処
分

費
な
ど
、
転
入
者
が
登
録
物
件
を

取
引
し
た
際
の
仲
介
手
数
料
の
助

成
を
実
施
し
た
い
。

　
　
中
心
市
街
地
新
規
出
店
者
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
対
象
区
域
を
拡
大

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
中
心
市
街
地
内
の
空
き
店
舗

の
解
消
状
況
を
み
な
が
ら
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

QAQ

AQAQ

AQAQA

▲図書館と地域交流の機能を持つ「ぎふメディアコスモス」 ▲外国のクルーズ船の乗客も観光誘客の対象に

※１　スプロール化…無秩序に都市が拡大していく現象。
※２　ファシリティマネジメント…少ないコストで最大の効果を出せるように土地や建物などの経営資源を総合的に管理・活用すること。
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地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

医
療
・
福
祉
の
支
援
体
制
を

斉
藤　
栄
治 

議
員

支
え
合
う
心
で
生
き
が
い
と

安
心
の
山
形
を
目
指
せ

松
田　
孝
男 

議
員

　
　
鹿
児
島
市
で
実
施
し
て
い
る

高※
１
齢
者
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト
推
進

事
業
の
よ
う
な
制
度
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

Q

　
　
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
生

き
が
い
作
り
や
介
護
予
防
に
も
つ

な
が
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
実
現
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

A
　
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
多
機
関
連
携
に
よ
る
退
院
支

援
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
推
進
や
地

域
で
の
支
え
合
い
体
制
の
構
築
、

福
祉
ま
る
ご
と
相
談
員
の
配
置
な

ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

さ
ら
な
る
拡
充
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
東
沢
地
区
と
鈴
川
地
区
で
１

カ
所
の
設
置
と
な
っ
て
い
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
鈴
川
地
区

へ
新
た
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
鈴
川
地
区
の
高
齢
者
人
口
が

５
２
０
０
人
を
超
え
、
今
後
も
増

加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
第
７
期

QAQA

　
　
や
ま
が
た
し
健
康
ベ
ニ
レ
ー

ジ
事
業
を
評
価
は
す
る
が
、
本
市

独
自
の
特
典
を
検
討
し
、
事
業
を

充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
本
市
独
自
の
特
典
は
、
効
果

な
ど
を
鑑
み
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
導
入
し
、

支
援
の
必
要
な
方
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
平
成
２９
年

度
中
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
周
知
し
て

い
く
。

　
　
防
災
ラ
ジ
オ
を
対※
２
象
区
域
外

の
市
民
に
も
配
付
す
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
今
後
も
継
続
し
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
北
海
道
新
幹
線
の
開
通
、
空

路
復
活
な
ど
に
よ
り
北
海
道
と
の

交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
文
化
交
流
を
深
め
て

き
た
函
館
市
と
友
好
姉
妹
都
市
の

協
定
締
結
を
想
定
し
な
が
ら
、
交

流
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

QAQ

AQ

AQ

介
護
保
険
事
業
計
画
で
圏
域
の
見

直
し
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
安
全
で
安
心
な
薬
物
療
法
を

提
供
す
る
た
め
、
患
者
の
検
査
値

と
身
体
情
報
の
一
部
を
院
外
処
方

箋
に
表
示
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
個
人
情
報
の
慎
重
な
取
り
扱

い
や
調
剤
薬
局
と
の
調
整
な
ど
の

課
題
も
多
く
あ
る
た
め
、
情
報
収

集
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
省

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
従
っ
て

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
養
護
教
諭
の
資
格
所
有
者
を

積
極
的
に
採
用
し
、
保
育
所
で
の

気
に
な
る
子
ど
も
へ
の
支
援
体
制

を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
養
護
教
諭
の
専
門
性
を
活
用

す
る
こ
と
も
含
め
た
支
援
体
制
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
山
形
テ
ル
サ
や
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
ジ
ョ

ギ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
、
先
進
事
例
や
必
要
性

に
応
じ
て
調
査
検
討
し
て
い
く
。

　
　
芋
煮
会
シ
ー
ズ
ン
に
、
馬
見

ケ
崎
川
河
川
敷
へ
衛
生
的
な
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
上
下
水
道
設
備
な
ど
を
利
用

し
た
ト
イ
レ
が
設
置
で
き
る
場
所

を
調
査
す
る
な
ど
、
仮
設
ト
イ
レ

の
水
洗
化
を
計
画
的
に
推
進
し
、

環
境
改
善
を
行
い
な
が
ら
利
便
性

を
向
上
し
て
い
く
。

　
　
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に

よ
り
、
千
歳
橋
盃
山
線
が
廃
止
さ

れ
る
場
合
の
代
替
策
を
示
し
て
ほ

し
い
が
ど
う
か
。

　
　
低
未
利
用
地
や
河
川
堤
防
を

有
効
活
用
し
た
道
路
整
備
の
検
討

な
ど
、
代
替
策
を
地
域
の
方
々
と

協
議
し
、
都
市
計
画
道
路
廃
止
に

対
す
る
理
解
を
得
た
上
で
、
都
市

計
画
決
定
の
変
更
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
中
核
市
移
行
に
向
け
て
、
専

門
職
確
保
は
重
要
課
題
で
あ
る
。

県
に
支
援
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
中
核
市
移
行
後
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
、
保
健
所
な
ど
の
高
度

か
つ
専
門
的
知
識
を
要
す
る
業
務

に
つ
い
て
は
、
人
的
支
援
な
ど
の

要
望
を
県
に
強
く
求
め
て
い
く
。

　
　
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
の

設
置
に
よ
る
、
治
療
を
必
要
と
す

る
市
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　
身
近
な
と
こ
ろ
で
最
先
端
の

医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
が
整
う

こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
市
民

の
治
療
施
設
利
用
へ
の
支
援
策
は
、

先
行
し
て
い
る
他
の
自
治
体
の
例

を
参
考
に
、
山
大
医
学
部
と
も
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

QAQAQ

AQAQA

QAQA

▲地域包括支援センターの圏域設定の見直しを

※１　高齢者いきいきポイント推進事業…‌高齢者が健康診査の受診や介護保険施設などでボランティア活動を行うと、ポイントが付与され、貯まっ
たポイントを交付金に転換することができる制度。

※２　対象区域…災害による避難が予想される融雪型火山泥流避難区域・土砂災害警戒区域・浸水想定区域。 16
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県
都
山
形
に
ふ
さ
わ
し
い

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を

丸
子　
善
弘 
議
員

　
　
教
育
行
政
の
範
囲
に
と
ど
ま

ら
ず
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
振
興
さ
せ
る
た
め
に
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
課
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
内
に
新
た

な
係
の
設
置
や
職
員
の
増
員
を
行

う
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
各
部
署

の
連
携
を
強
め
、
必
要
に
応
じ
て

組
織
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
活
用
す
る
な
ど
、
平
成

２９
年
度
に
行
う
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
お
よ
び
実
施
計
画
の
見
直
し
に

合
わ
せ
て
整
理
し
て
い
く
。

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
中
高
生
や

一
般
、
シ
ニ
ア
な
ど
各
種
大
会
が

QAQ
　
　
函
館
市
は
外
国
人
観
光
客
が

年
間
３９
万
７
０
０
０
人
と
極
め
て

多
く
、
新
幹
線
を
利
用
し
て
東
北

に
来
る
と
い
う
新
た
な
流
れ
も
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
向
性

も
考
慮
し
な
が
ら
、
函
館
市
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
　
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
、

重※
１
点
道
の
駅
や
全※
２
国
モ
デ
ル
道
の

駅
を
目
指
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
重
点
道
の
駅
に
選
定
さ
れ
る

と
、
高
い
Ｐ
Ｒ
効
果
や
国
・
県
か

ら
の
財
政
的
支
援
の
面
か
ら
有
利

に
な
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
基
本

構
想
の
策
定
に
は
、
地
域
活
性
化

の
拠
点
と
し
て
優
れ
た
企
画
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
国
土
地
理
院
発
行
の
地
図
で

は
「
ざ
お
う
ざ
ん
」
と
の
呼
称
を

使
用
し
て
い
る
が
、
歴
史
的
背
景

や
市
民
の
思
い
に
対
し
て
今
後
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
考
え
な

の
か
。

　
　
「
ざ
お
う
さ
ん
」へ
の
改
名
は
、

関
係
す
る
全
て
の
市
町
か
ら
の
申

請
が
あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
確
認
し
て
い
る
た
め
、
関
係
す

る
市
町
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
野
草
園
に
あ
る
ミ※
３
ヤ
マ
カ
ス

ミ
ザ
ク
ラ
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
、
休
園
日
の
開
放
を
進
め

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、

市
の
他
の
観
光
施
設
も
同
様
に
進

め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
多
く
の
市
民
や
観
光
客
の

方
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、

市
有
施
設
全
体
の
休
館
日
の
見
直

し
は
、
今
後
の
観
光
振
興
の
方
向

性
や
職
員
体
制
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
研
究
し
て
い
く
。

AQ

AQ

AQ

A

あ
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
あ

る
。
今
後
、
新
た
な
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
霞
城
公
園
内
に
あ
る
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
は
、
霞
城
公
園
整
備
計

画
に
よ
り
平
成
３０
年
ま
で
使
用
可

能
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
撤

去
後
の
機
能
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
多
用
途
広
場
な
ど
に
振
り

替
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
卸
売
市
場
の
施
設
は
、
市
が

責
任
を
持
っ
て
改
修
す
る
こ
と
を

約
束
す
る
と
と
も
に
、
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
向
け
た
検
討
を
早

期
に
再
開
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
が
深
く
関
わ
り
を
持
ち
、

早
急
に
市
場
の
施
設
改
善
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

事
業
者
が
組
織
す
る
指
定
管
理
者

導
入
検
討
会
に
、
市
と
協
議
す
る

窓
口
と
し
て
新
た
な
担
当
者
が
専

任
さ
れ
た
た
め
、
施
設
改
善
と
同

時
並
行
し
て
指
定
管
理
者
導
入
に

向
け
た
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　
　
山
形
商
業
高
の
校
舎
改
築
を

進
め
る
に
当
た
り
、
生
徒
の
教
育

環
境
を
第
一
に
考
え
、
教
育
活
動

へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
改
築
時
に
使
用
で
き
な
く
な

る
野
球
場
の
代
替
施
設
を
確
保
す

る
な
ど
、
良
好
な
教
育
環
境
の
確

保
を
第
一
に
考
え
て
進
め
て
い
く
。

　
　
組
織
の
活
性
化
や
教
員
の
資

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
山
形
商

業
高
と
県
立
高
校
と
の
積
極
的
な

人
事
交
流
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
も
、
県
教
育
委
員
会
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
人
事
交
流

の
活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

　
　
山
形
商
業
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
は
自
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
な

く
、
あ
か
ね
ケ
丘
公
園
で
練
習
し

て
い
る
。
校
舎
の
改
築
時
に
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

新
た
に
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
限
ら
れ
た
敷
地
で
の
整
備
と

な
る
た
め
、
現
在
あ
る
施
設
の
再

整
備
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
関

係
者
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
踏
ま

え
て
部
活
動
へ
の
影
響
を
減
ら
す

た
め
の
手
だ
て
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
最
上
義
光
公
と
義
姫
の
人
生

は
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
強
く
魅
力
的

で
あ
る
。
２
人
を
主
人
公
と
し
た

大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
活
動
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
県
や
関
係
団
体
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
最
上
義
光
公
や
義
姫
に

ま
つ
わ
る
史
実
を
発
信
し
、
大
河

ド
ラ
マ
誘
致
へ
の
機
運
が
高
ま
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

AQA

QAQAQ

AQA

▲義光公の魅力発信で、大河ドラマの誘致を ▲ベニレージも貯まるいきいき１００歳体操で健康づくり

※１　重点道の駅…地域活性化の拠点となる優れた企画で効果的な取り組みが期待できる道の駅を国土交通省が選定して支援する制度。
※２　全国モデル道の駅…地域活性化の拠点として特に優れた機能を継続的に発揮している道の駅を国土交通省が選定して支援する制度。
※３　ミヤマカスミザクラ…ミヤマザクラとカスミザクラが自然交配した新種の桜。平成２４年８月に世界に１本だけの桜として命名された。17
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子
ど
も
た
ち
の
育
ち
と

学
び
を
守
る
取
り
組
み
を

佐
藤
亜
希
子 

議
員

悪
質
な
ネ
ッ
ト
社
会
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
れ

田
中　
英
子 

議
員

　
　
安
全
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
に
向
け
た
対
策
を
学
校
ご
と
に

実
施
し
て
い
る
が
、
市
で
一
定
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
定
め
て
、
情
報

Q

を
共
有
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
で
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
基
本
と
な
る
「
育

て
よ
う
情
報
モ
ラ
ル
」
を
作
成
し

て
お
り
、
こ
の
内
容
を
各
学
校
で

A
　
　
就
学
援
助
の
申
請
時
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
訪
問
を
行
う

自
治
体
と
行
わ
な
い
自
治
体
と
で

は
、
援
助
率
に
差
が
あ
る
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
訪
問
を
な
く

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
児

童
の
福
祉
の
増
進
を
担
っ
て
お
り
、

就
学
援
助
児
童
生
徒
を
地
域
で
支

え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
実
態
を
把
握
し
な

が
ら
就
学
援
助
の
適
切
な
運
用
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
現
在
行
っ
て
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
訪
問
の
周
知
方

法
で
は
、
申
請
を
抑
制
し
て
い
る

QAQ

実
情
に
応
じ
て
計
画
的
に
指
導
し

て
い
る
。
保
護
者
の
研
修
や
家
庭

で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
保
護

者
と
学
校
が
連
携
し
た
主
体
的
な

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
可

能
な
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
を
、
孫
に

贈
る
祖
父
母
な
ど
の
高
齢
者
へ
向

け
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
必
要

性
を
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
高
齢
者
を
は
じ
め
、
市
民
へ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
お
け

る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
な

ど
を
、
広
報
や
ま
が
た
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
呼
び
か
け

て
い
る
。
ま
た
、
学
校
便
り
な
ど

を
通
し
て
地
域
住
民
へ
町
内
会
な

ど
の
回
覧
板
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
や
関
連

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
啓

発
に
努
め
て
い
く
。

　
　
南
沼
原
小
学
校
建
設
の
年
次

計
画
の
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
に
児
童
数
推
計

調
査
、
改
築
方
針
な
ど
の
検
討
を

行
い
、
２９
年
度
は
耐
力
度
調
査
や

地
質
調
査
を
行
う
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
を
行
い
、
基

本
構
想
を
と
り
ま
と
め
て
い
く
。

　
　
蔵
王
を
世
界
に
誇
る
観
光
地

に
す
る
た
め
、
樹
氷
を
温
暖
化
防

Q

A

QAQ

と
と
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
よ
う

に
感
じ
る
。
訪
問
の
表
記
を
特
に

強
調
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
突

然
訪
問
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

保
護
者
の
方
々
に
ご
理
解
を
い
た

だ
く
た
め
、
連
絡
す
る
意
味
合
い

で
表
記
し
て
い
る
。
抑
制
を
目
的

と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
入
学
準
備
金
の
支
給
額
に
準

要
保
護
世
帯
も
含
め
、
国
の
補
助

単
価
は
最
低
限
守
り
、
市
と
し
て

さ
ら
に
上
乗
せ
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
支
給
時
期
を
２
月
ま
で
に

早
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
当
該
世
帯
の
状
況
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
他
の
自
治
体
の
状

況
を
調
査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
へ

の
就
学
援
助
の
継
続
を
国
に
働
き

掛
け
て
は
ど
う
か
。
国
の
施
策
が

続
か
な
い
場
合
は
、
市
独
自
で
継

続
す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
避

難
者
の
安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
国
庫
補
助
が
打
ち
切
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
状
況
に

応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
保
育
料
や
医
療
費
に
続
く
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
給
食

費
無
償
化
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
保
護
者
が
負
担
す
る
給
食
費

負
担
金
は
、
平
成
２９
年
度
予
算
で

約
９
億
８
８
０
０
万
円
で
あ
り
、

完
全
無
償
化
は
難
し
い
。
し
か
し
、

対
象
を
絞
っ
て
実
施
し
て
い
る
自

治
体
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
内

容
を
調
査
し
て
い
き
た
い
。

　
　
福
祉
専
門
職
は
他
職
種
と
比

べ
て
所
得
が
低
く
、
人
材
不
足
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
家
賃
補
助

の
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
で
処
遇

改
善
と
離
職
防
止
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
介
護
職
員
を
対
象
に
市
外
の

人
材
や
新
規
学
卒
者
を
確
保
す
る

た
め
に
家
賃
補
助
制
度
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
た
め
、今
後
、

介
護
施
設
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
、

必
要
性
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
母
子
父
子
自
立
支
援
員
と
女

性
相
談
員
は
嘱
託
職
員
１
人
が
兼

任
し
て
い
る
。
相
談
内
容
が
多
岐

に
渡
っ
て
お
り
、
貧
困
問
題
の
対

策
と
し
て
も
人
員
を
増
や
し
て
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
３１
年
度
か
ら
の
中
核
市
移
行

に
お
い
て
、
県
か
ら
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
相
談
業
務
に
係
る
母
子
父

子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
業
務
全

般
が
権
限
移
譲
さ
れ
る
た
め
、
中

核
市
移
行
に
向
け
た
相
談
体
制
を

強
化
し
て
い
く
。

AQAQ

AQAQ

AQA

▲山形市の援助率は国平均の約３分の１

（「
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
保
護
者
へ
の
案
内
よ
り
）
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１
０
０
年
、
２
０
０
年
先
を

見
据
え
た
山
形
市
発
展
の
た
め
に

菊
地
健
太
郎 
議
員

　
　
フ
ル
規
格
新
幹
線
の
整
備
の

必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
首
都
圏
と
本
市
を
結
ぶ
交
通

の
時
間
短
縮
は
、
交
流
人
口
の
拡

大
や
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め

に
大
変
重
要
で
あ
り
、
そ
の
手
法

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

と
中
心
市
街
地
活
性
化
戦
略
本
部

の
役
割
の
違
い
は
何
か
。

　
　
協
議
会
は
国
の
法
律
に
基
づ

く
組
織
で
、
短
期
的
な
基
本
計
画

に
基
づ
き
中
心
市
街
地
の
拠
点
整

備
を
進
め
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。

戦
略
本
部
は
市
独
自
の
組
織
で
、

QAQA 止
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
樹
氷
の
希
少
性
と
環
境
と
の

関
連
性
な
ど
を
樹
氷
観
光
推
進
の

テ
ー
マ
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
自
然
環
境
に
関
心
を
持
っ
て

蔵
王
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

誘
客
に
努
め
て
い
く
。

　
　
蔵
王
に
あ
る
白※
１
洲
次
郎
氏
の

山
荘
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ヤ
レ
ン
を
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
白
洲
次
郎
氏
の
想
い
や
蔵
王

温
泉
ス
キ
ー
場
の
礎
を
築
い
た
功

績
な
ど
を
広
く
伝
え
、
蔵
王
の
観

光
資
源
と
し
て
の
可
能
性
を
、
関

係
者
と
継
続
し
て
協
議
し
て
い
く
。

　
　
４
月
か
ら
実
施
す
る
産
後
ケ

ア
事
業
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行

う
の
か
。
ま
た
、
何
割
程
度
を
補

助
す
る
の
か
。

　
　
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
ケ
ア
や

乳
房
ケ
ア
、
自
宅
訪
問
型
と
し
て

乳
房
ケ
ア
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
派

遣
を
行
う
計
画
と
し
て
い
る
。
自

己
負
担
は
食
費
な
ど
の
実
費
程
度

と
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ

ケ
ア
は
１
割
、
乳
房
ケ
ア
や
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
の
派
遣
は
２
割
か
ら
３

割
程
度
の
負
担
を
考
え
て
い
る
。

　
　
済
生
館
の
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
室
の
人

材
確
保
と
患
者
の
受
け
入
れ
体
制

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
４
月
か
ら
理
学
療
法
士
と
作

業
療
法
士
の
増
員
を
予
定
し
て
い

る
。
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
と
し
て
急

性
期
リ
ハ
ビ
リ
を
充
実
す
る
こ
と

で
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
な
ど
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
一

層
強
化
し
て
い
き
た
い
。

AQ

AQ

A

QA

中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、

中
心
市
街
地
の
再
生
を
図
る
戦
略

を
立
案
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　
　
高※
２
度
化
事
業
の
一
部
は
市
で

も
受
け
付
け
が
可
能
な
た
め
、
貸

付
窓
口
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
の
市
の
融
資
制
度
や
利

子
補
給
な
ど
の
見
直
し
を
行
う
際

に
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
中
央
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

　
　
市
街
地
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
の
方
向
性
や
課

題
を
整
理
し
な
が
ら
長
期
的
に
検

討
し
て
い
く
。

　
　
台
南
市
と
の
交
流
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
で

の
交
流
や
互
い
の
観
光
を
通
し
て

つ
な
が
り
を
築
き
、
姉
妹
都
市
締

結
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
の
タ
イ
と
の
交
流
事

業
に
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
と
の
交
流

を
加
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
２９
年
４
月
に
、
学
生
の

ほ
か
学
校
長
な
ど
が
本
市
を
訪
れ

る
予
定
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

の
交
流
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
。

　
　
Ｄ
Ｍ
Ｃ
や
ま
が
た
で
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
み
、
採

算
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
地
域
の
旅
行
商
品
販
売
や
エ

リ
ア
免
税
店
事
業
、
海
外
を
中
心

と
し
た
特
産
品
販
売
な
ど
に
よ
り

利
益
を
上
げ
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
主
要
な
交
差
点
に
英
語
併
記

の
交
差
点
名
称
標
識
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
各
道
路
管
理
者
や
警
察
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
客

に
も
分
か
り
や
す
い
英
語
併
記
の

標
識
設
置
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
本
市
へ
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
建
設
実
現
に
向
け
て
、
建
設

候
補
地
や
財
政
支
援
策
な
ど
を
示

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
チ
ー
ム
運
営
や
サ
ポ
ー
タ
ー

に
と
っ
て
望
ま
し
い
施
設
に
な
る

こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
引
き
続
き

株
式
会
社
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
情
報
収

集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
飲
食
店
や
お
土
産
店
を
組
み

合
わ
せ
た
屋
台
村
を
、
蔵
王
温
泉

に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
増
加
し
て
い
る
外
国
人
観
光

客
の
満
足
度
の
向
上
や
温
泉
街
の

賑
わ
い
創
出
の
た
め
、
関
係
団
体

と
協
議
検
討
し
て
い
く
。

QAQAQA

QAQAQ

AQAQA

※１　白洲次郎氏…‌東北電力の初代会長就任時代に蔵王を「東洋のサンモリッツ」にしようという構想を立て、蔵王の山岳ロープウェイの建設に
も尽力し、現在の蔵王温泉スキー場の礎を築いた。

※２　高度化事業…‌中小企業者が共同で事業環境の改善や経営基盤の強化に取り組む場合に必要となる資金を、中小企業基盤整備機構と都道府県
が一体となって支援する制度。

▲外国人観光客も多く訪れる山形屋台村ほっとなる横丁 ▲温暖化現象で形成されにくくなっている蔵王の樹氷
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や
ま
が
た
市
議
会
報
は
本
誌
で

２
０
０
号
。
５０
年
の
歴
史
を
刻
み

ま
し
た
。

　
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

や「
み
ち
し
る
べ
」へ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
っ
た

質
問
、
電
子
投
票
な
ど
、
よ
り
分

か
り
や
す
い
議
会
へ
と
工
夫
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
議
場

見
学
会
・
演
奏
会
や
、
対
面
式
の

質
問
席
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
市
議
会
報
は
次
号
か
ら
新
し
い

メ
ン
バ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
。
今

後
も
ぜ
ひ
山
形
市
議
会
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

議
会
報
委
員
長　
　
佐
藤
亜
希
子

　
　
副
委
員
長　
　
武
田　
新
世

　
　
　
　
委
員　
　
髙
橋　
昭
弘

　
　
　
　
委
員　
　
渋
江　
朋
博

　
　
　
　
委
員　
　
仁
藤　
　
俊

市政トピックス 山形市は平成３１年４月１日からの
　　　　　　　　　中核市移行を目指しています

　議員が、市政の課題や市民の意見を把握
するために必要な調査や研究をしたりする
ときの経費のことだよ。交付額は１人月額
１０万円で、例えば、先進事例の調査研究や
市政報告会で市民の皆さまからの意見や要
望をお聞きしたり、市政の現状をお知らせ
することなどに使うことができるんだ。
　年に１回、４月末までに活動報告書など
の書類と領収書を収支報告書にまとめて、
提出しているよ。

A

政務活動費ってなんだベニ？Q

議会あれ
　　 これ

はながたベニちゃんの

教えて！！

　平成２９年３月から、平成２７年度分の政務活動費収
支報告書を市議会ウェブサイト内で公開しています。
なお、平成２８年度分は、準備が整い次第公開します。

政務活動費収支報告書を
公開しています

　政務活動費のより適正な運用を期し、その透明性
の確保を図るため、政務活動費の取り扱いに関する
手引を見直しました。引き続き、より適正な運用と
なるよう検討を行ってまいります。

政務活動費の手引を
見直しました

現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
発
行
す
る

最
後
の
号
と
な
り
ま
し
た

　中核市になると、県から保健所業務や、市が受け付けて
県が認定していた身体障害者手帳の発行手続きなどの事務
の権限が移譲され、市の窓口で一括して行うことができる
ようになり、事務手続きの迅速化が図られるなど、市民‌
ニーズに即したきめ細かな行政サービスの提供が可能とな
ります。
　また、現在、県からの移譲事務の確認・検討と合わせて、
市独自の施策展開が工夫できるよう、全庁的に検討を行っ
ております。
　今後は、霞城セントラルに整備予定の保健所拠点施設と、
（仮称）山形市動物愛護センターの整備を進めながら、組
織要員体制の構築・業務体制の整備を図るなど、中核市へ
の移行に向けて準備を進めていきます。
　なお、山形市議会では、平成２９年度後期に中核市指定申
出について議決し、３０年度後期に提出された条例の議決を
行う予定です。

【独自効果を検討している主な事例】
・‌‌健康課と保健センターを市保健所の組織と
して統合・再編し、保健衛生に係る市民サー
ビスを一体的に提供する体制の構築
・‌‌犬猫の収容等業務に、動物愛護の観点を付
加した「（仮称）山形市動物愛護センター」
の建設
・‌‌歴史・文化の継承や市街地活性化を視野に
入れた、屋外広告物の規制や新たな景観条
例の策定　など

▲左から仁藤、武田（新）、佐藤（亜）、髙橋（昭）、渋江委員
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